
メッセージ 
 

“さよなら原発福井県集会”にご参加のみなさん、こんにちは。 

私たち原発ゼロの会・大阪は、今日、大阪市内の扇町公園で、私たちも実行委員会

に参加しての「なくそう原発３．９関西行動」を開催しています。 

 

東日本大震災と福島第一原発の事故から３年が経過しますが、福島第一原発では汚

染水漏れが広がり、ますます深刻な事態になっています。原発事故の原因も一向に解

明されていません。１０数万人と言われる避難生活者の将来への見通しは全く立っていま

せん。「収束」とは程遠い状態です。 

 

にもかかわらず安倍政権は、原発の再稼働と海外輸出に奔走しています。先日決定した新

しい「エネルギー基本計画」の政府案では、再び原発を“ベースロード電源”に位置づけて

推進する方針を打ち出しています。既に破たんが明白になった“核燃料サイクル”や高速増

殖炉“もんじゅ”の推進もうたっています。 

 

原発事故の被害は他の如何なる事故ともまったく質が異なります。福井の原発で事故が発

生すれば、たちまち琵琶湖の水が汚染され、近畿1400万人の飲み水がなくなるという大変な

事態になります。放射性廃棄物は10数万年と事実上不可能な期間、管理し続けなければなり

ません。そんな“負の遺産”を子どもたちや未来の人たちに残すこと出来ないと私たちは決

意しています。 

 

原発はゼロにする以外にありません。 

私たちは、“原発なくそう”“なくしたい”“なくさねば”と思っている人の声を一つにして、

共同の輪を広げ、今こそ原発とはきっぱり手を切り、自然エネルギー・再生可能エネルギー

を推進し、“原発ゼロの日本”を実現したいと思っています。 

 

原発立地県である福井県で原発ゼロをめざしてたたかっているみなさんと固く団結・連帯

し、大阪でのたたかいをすすめていく決意を表明してメッセージとします。 

 

２０１４年 ３月９日 

原発ゼロの会・大阪 
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